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幸田町ＤＸ推進方針について 

 

１ 概要 

 ⑴ 策定の目的 

   新型コロナウイルスの感染拡大による様々な社会問題の発生により、行政のデジ

タル化・オンライン化の遅れが顕在化したことから、地方自治体においても窓口の

接触機会の低減や業務時間縮減に向けた業務の効率化、町民サービスの向上に取り

組んでいく必要性が認識されています。また、少子高齢化が進展する中、地方自治

体においても労働力の供給制約を前提に業務の在り方の変革が必要となります。高

齢者人口のピークを迎える２０４０年頃に向け、従来の半分の職員でも自治体が本

来担うべき機能を発揮できる仕組みづくりが求められます。 

   本町においても第６次幸田町総合計画に、まちづくりの将来像として掲げる「み

んなでつくる 元気な幸田」を実現するため、デジタル技術を積極的に活用し、住

民の利便性向上や行政の業務効率化、高度化による新たな価値の創造を推進するこ

とが重要となります。 

   本方針では、本町におけるデジタル・トランスフォーメ－ション（以下「ＤＸ」

という。）の推進方針及び体制を定めるとともに、デジタル技術の活用により第６

次幸田町総合計画で定める各分野の施策をより具体化し、その実現を加速させ、第

７次幸田町総合計画につなげることを目的とします。 

 ⑵ 位置付けと期間 

  ア 本方針は第６次幸田町総合計画及び第２期幸田町まち・ひと・しごと創生総合

戦略の下、本町のＤＸを推進していくための基本方針です。 

  イ デジタル技術の進化は著しいことから、本方針については期間を定めず、国や

県、技術動向を踏まえて必要に応じた見直しを適宜行うこととします。 

   【上位計画等・戦略等関係図】 

 

 

２ ＤＸ推進の背景・これまでの取組 

  国、県及び本町の動向 

 ⑴ 国の動向 

   国は顕在化した社会課題に対し、住民の利便性向上と行政業務の効率化を推進する

（上位計画）

幸田町ＤＸ推進方針 愛知県

あいちＤＸ推進プラン２０２５

幸田町総合戦略

幸田町総合計画 国

自治体ＤＸ推進計画

幸田町

デジタル社会の実現に向けた重点計画
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ため、各自治体が取り組むべき事項、内容等を具体化した「自治体ＤＸ推進計画」を

策定し、定期的に改定しています。 

   あわせて、仕事や暮らしの向上に資する新たなサービスの創出、持続可能な環境・

社会・経済の実現、心豊かな暮らしの実現等により、「全国どこでも誰もが便利で快

適に暮らせる社会」の実現を目指す営みとして「デジタル田園都市国家構想」を掲げ、

デジタルの力を活用した地方の社会課題解決、魅力向上に向けた取組を推進していま

す。 

【自治体ＤＸの重点取組事項】 

 ⑴ 自治体フロントヤード改革の推進 

 ⑵ 自治体の情報システムの標準化・共通化 

 ⑶ マイナンバーカードの普及促進・利用の促進 

 ⑷ セキュリティ対策の徹底 

 ⑸ 自治体のＡＩ・ＲＰＡの利用推進 

 ⑹ テレワークの推進 

【自治体ＤＸの取組とあわせて取り組むデジタル社会の実現に向けた取組】 

 ⑴ デジタル田園都市国家構想の実現に向けたデジタル実装の取組の推進・

地域社会のデジタル化 

 ⑵ デジタルデバイド対策 

 ⑶ デジタル原則を踏まえた規制の点検・見直し 

【各団体において必要に応じ実施を検討する取組】 

 ⑴ ＢＰＲの取組の徹底 

 ⑵ オープンデータの推進・官民データ活用の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※自治体デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進計画【第 2.1 版】参照 
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 ⑵ 県の動向 

   県では、県行政の効率化・ＤＸの推進、データの活用、県域ＩＣＴ活用支援、デジ

タル人材育成を視点・柱とする「あいちＤＸ推進プラン２０２５」を策定しており、

「デジタルで生まれ変わる愛知」をキャッチフレーズに行政の効率化（デジタル化）

の推進、公共データの積極的なオープン化、デジタル人材の育成・確保等に取り組ん

でいます。 

 ⑴ 先進的なＩＣＴを取り入れた業務変革 

 ⑵ ＩＣＴ環境のモバイル化 

 ⑶ 行政手続のデジタル化 

 ⑷ 官・民における積極的データ活用 

 ⑸ 県全体の情報化の推進 

 ⑹ デジタル人材の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※あいちＤＸ推進プラン２０２５参照 

 

 ⑶ 本町の動向 

   本町では、人口増加傾向を背景に更なる成長と地域活性化を目指し、まちづくり包

括連携協定の締結や幸田町ＤＸ推進ラボ等による取組を通じて、デジタルによる地域

課題の解決に取り組んできました。令和５年度には副町長をＣＤＯとして任命し、民

間からＣＤＯ補佐官を迎え、ＤＸ推進体制の確立、推進方針の策定及び実行に向けて

取り組んでいます。 
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３ 幸田町ＤＸ推進方針 

  幸田町ＤＸ推進方針（以下、「ＤＸ推進方針」という。）では、「町民の暮らしのた

めのＤＸ、地域の課題解決と経済活性化のためのＤＸ、持続可能な行政運営のためのＤ

Ｘ」の３つの柱について、目指すべき姿（ＤＸビジョン）を定義します。 

 ⑴ 町民の暮らしのためのＤＸ 

  ア 行政手続のオンライン化や書かない窓口等、デジタル技術を活用した行政サービ

スの向上 

  イ 必要な人に必要な情報を届けるきめ細やかな情報発信の実現 

 ⑵ 地域の課題解決と経済活性化のためのＤＸ 

  ア 子育て世帯が暮らしやすいまち、子どもが安全・安心に暮らせるまちの実現 

  イ 高齢者が生き生きと暮らし続けられる地域づくり 

  ウ 平常時・災害時の両面から災害に強いまちづくりの推進 

  エ まちのにぎわい創出と魅力の発信 

  オ 企業の業務効率化、活性化のためのＤＸに対する支援 

 ⑶ 持続可能な行政運営のためのＤＸ 

  ア デジタルツール活用による庁内の業務改善推進や職員の働き方改革の実現 

  イ ＡＩ（人工知能）、ビッグデータ等新技術の本町における適用可能性についての

検証・推進 

 

４ 幸田町ＤＸ推進方針個別取組の概要 

  ＤＸ推進方針を実現するため、施策の３つの柱である「町民の暮らしのためのＤＸ、

地域の課題解決と経済活性化のためのＤＸ、持続可能な行政運営のためのＤＸ」につい

て、具体的な施策として幸田町ＤＸ推進方針個別取組（以下、「個別取組」という。）

を定義します。また、個別取組スケジュールについて「取組継続、導入検討、導入、利

用範囲拡大」の時間軸で設定し進捗管理します。 

  さらに第６次幸田町総合計画のまちの将来像「みんなでつくる 元気な幸田」をＤＸ

推進によって、より早く効果的かつ効率的に実現するため、計画的に個別取組の施策を

展開します。 

  なお、個別取組については別途掲載します。 

 

５ 推進体制等 

 ⑴ ＤＸ推進体制 

   本町におけるＤＸを総合的かつ計画的に推進するため、幸田町ＤＸの推進体制の整

備に関する要綱に基づき、「幸田町ＤＸ推進本部」を設置しています。 

   本部長は副町長、副本部長は企画部長とし、本部員については各部長、会計管理者、

企画政策課長及びＤＸ推進担当課長で構成しています。また、下部組織として、ＤＸ

推進リーダー会及びＤＸ推進委員会を設置しています。 

   本部に必要な事項の調査、研究をするため、作業部会を適宜設置します。 
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 ＜幸田町ＤＸ推進体制＞ 

 

 ⑵ デジタル人材育成 

   全庁的な意識改革と継続的な業務改善、ＤＸ施策の具現化に向け、全課にＩＣＴの

導入、展開を担うＤＸ推進委員を設置します。また、デジタル技術等の知識、能力等

を備えたＤＸ推進リーダーを設置し、各プロジェクトのリーダーとして、企画・改善

策に取組、ＩＣＴの効果的な活用を図るため、定期的にローコードツール等の実践研

修を重ね、スキル向上に努めます。 

   将来的には、ＤＸ推進リーダーを中心に一般職員に対しても研修などにより職員の

スキル及び改善意識を向上し、庁内のデジタル人材の育成を行います。 

 ⑶ デジタルデバイド対策 

   誰一人取り残さないデジタル社会の実現に向けて、高齢者等のデジタル活用の不安

解消のためのスマートフォンを利用したオンラインによる行政手続方法に関する講習

会の実施など、ボランティア団体や地域等と連携の上、地域におけるきめ細かなデジ

タル活用支援の取組を促進します。 

 ⑷ 推進スケジュール 

   ＤＸ推進方針については１⑵イに記載したとおり、期間を定めず必要に応じた見直

しを適宜行うこととします。また、個別取組については目標年度を定めるが、社会情

勢の変化や財政状況等の変化に柔軟に対応するため、必要に応じて見直しを図ります。 

 ⑸ 施策の展開、進捗管理 

   国の自治体ＤＸ推進計画に示された取組事項とＤＸ推進方針の整合性を図るととも

に、個別取組の進捗及び効果に関する評価や分析を行い、適時改善を図ります。なお、

ＤＸ推進方針及び個別取組の評価、進捗管理等は横断的に協議するＤＸ推進本部が中

心となって行います。 

 ⑹ 町民参加によるＤＸ推進 

   町民と行政が協働して、継続的かつ発展性の高いＤＸを推進するため、町民が行政

に積極的に参加できるようＤＸ推進方針や個別取組の状況について、議会報告や公式

【組織、内容等】
・ＤＸに係る基本方針の策定等
・ＤＸに係る施策の総合調整、進捗管理等

本部長：副町長（ＣＤＯ：最高デジタル責任者）

◆ＤＸ推進：体制整備、施策立案・連携等

副本部長：企画部長本部員、：本部員：各部長等 ＣＤＯ補佐官：委託

①ＤＸ推進本部会議：本部長、副本部長及び本部員

②ＤＸ推進リーダー会議：ＤＸ推進委員等から選出

③ＤＸ推進委員会議：各課からＤＸ推進委員選出

①標準化・共通化部会

各専門部会：今後必要と思われる部会を設置

企画政策課ＤＸ推進グループ

作業部会

幸田町と各社協定

◆専門的見地から支援・助言

幸田町ＤＸ推進本部 民間パートナー

各社（民間企業）

事務局
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ホームページ等に公開するとともに、町民からの意見については隔年実施している住

民意識調査等のアンケートにＤＸに係る項目を追加して集約することで町に即したＤ

Ｘ推進を図るべき、ＤＸ推進方針、個別取組に反映、改定することで町民と一体とな

ったＤＸに取組んでいきます。 

 

６ 情報セキュリティ対策の強化 

 ⑴ あらゆる脅威から情報資産を守るため、最新のサイバーセキュリティの動向を把握

するとともに、国の情報セキュリティポリシーに関するガイドラインなどを踏まえて、

本町の情報セキュリティポリシーを適正化するため、定期的に見直しを図り、情報セ

キュリティのＰＤＣＡサイクルの取組を進めます。 

 ⑵ 情報セキュリティに対する知識・意識向上を目的とした職員研修の実施などを継続

的かつ定期的に実施し、人的セキュリティ対策の強化に引き続き取り組み、情報セキ

ュリティレベルの維持を目指します。 

 ⑶ 情報セキュリティポリシーの導入後の現場の状況や問題点、社会的な状況などを踏

まえて、定期的に評価します。また、遵守されているかどうかの内部監査及び外部監

査も行います。 

 ⑷ 点検、評価等の内容を参考にして、情報セキュリティポリシーの見直し、改善を行

います。 
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幸田町ＤＸ推進方針 

（個別取組） 
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幸田町ＤＸ推進方針個別取組（目次） 

 

１ 町民の暮らしのためのＤＸ 

 １－⑴ 行政手続のオンライン化や書かない窓口等、デジタル技術を活用した行政サー

ビスの向上 

管理番号 取組事項 頁 

１－⑴－１ 行政手続オンライン化の拡充 １０ 

１－⑴－２ マイナンバーカード等を用いた申請書作成支援 １０ 

１－⑴－３ 手続ナビゲーションシステムによる手続案内 １０ 

１－⑴－４ 在宅／庁外からの遠隔相談の実施 １１ 

１－⑴－５ 証明書発行業務の効率化 １１ 

 

 １－⑵ 必要な人に必要な情報を届けるきめ細やかな情報発信の実現 

管理番号 取組事項 頁 

１－⑵－１ 公式ＬＩＮＥの開設 １２ 

１－⑵－２ 公式ホームページの更新 １２ 

１－⑵－３ 公共施設における情報基盤整備 １２ 

 

２ 地域の課題解決と経済活性化のためのＤＸ 

 ２－⑴ 子育て世帯が暮らしやすい町、子どもが安全・安心に暮らせる町の実現 

管理番号 取組事項 頁 

２－⑴－１ 位置情報を活用した児童見守りネットワーク構築 １３ 

２－⑴－２ 子育て世帯への情報発信充実 １３ 

２－⑴－３ 図書館運営のデジタル化・効率化 １４ 

２－⑴－４ 保育園運営のデジタル化・効率化 １４ 

 

 ２－⑵ 高齢者が生き生きと暮らし続けられる地域づくり 

管理番号 取組事項 頁 

２－⑵－１ 高齢者タクシーチケットのデジタル化 １５ 

２－⑵－２ 情報プラットフォームによる双方向の情報送受信 １５ 

２－⑵－３ デジタルデバイド対策の実施 １５ 

 

 ２－⑶ 平常時・災害時両面から災害に強い町づくりの推進 

管理番号 取組事項 頁 

２－⑶－１ カメラ、自動ゲート等による情報発信・危機管理 １６ 

２－⑶－２ 要配慮者等への支援体制強化 １６ 
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 ２－⑷ まちの賑わい創出と魅力の発信 

管理番号 取組事項 頁 

２－⑷－１ 駐車場管理システムのデジタル化 １７ 

２－⑷－２ 道の駅駐車場渋滞対策のシステム化 １７ 

２－⑷－３ 商店街のスタンプカードの電子化（デジタルポイント） １７ 

 

 ２－⑸ 企業の業務における効率化、活性化 

管理番号 取組事項 頁 

２－⑸－１ ものづくり改善リーダーの育成支援 １８ 

 

３ 持続可能な行政運営のためのＤＸ 

 ３－⑴ デジタルツール活用による庁内の業務改善推進や職員の働き方改革の実現 

管理番号 取組事項 頁 

３－⑴－１ 自治体の情報システムの標準化・共通化への移行 １９ 

３－⑴－２ ローコードツールを活用した業務改善（ＢＰＲ）の推進 １９ 

３－⑴－３ 議会及び庁内業務のペーパーレス化及び無線化 １９ 

３－⑴－４ ＡＩ議事録による議事録等作成の効率化 ２０ 

３－⑴－５ ＲＰＡ等の導入 ２０ 

３－⑴－６ 出先機関との情報共有・連携に関する効率化 ２０ 

３－⑴－７ アウトソーシングの導入 ２１ 

３－⑴－８ 庁内のデジタル人材育成と働き方改革 ２１ 

３－⑴－９ 情報セキュリティ対策の強化 ２１ 

 

 ３－⑵ ＡＩ・ビッグデータ等新技術の本町における適用可能性についての検証・推進 

管理番号 取組事項 頁 

３－⑵－１ 生成系ＡＩ技術の活用方針の検討 ２２ 
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１ 町民の暮らしのためのＤＸ 

 ⑴ 行政手続のオンライン化や書かない窓口等、デジタル技術を活用した行政サービス

の向上 

【管理番号：１－⑴－１】 

№ 取組事項 内容 

１ 
行政手続オンライ

ン化の拡充 

既にオンライン申請が可能な手続について、利用率の向上を図

る。オンライン化未対応の手続について、対応可否の検討を行

い、オンライン申請可能な手続を増やす。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：１－⑴－２】 

№ 取組事項 内容 

２ 

マイナンバーカー

ド等を用いた申請

書作成支援 

マイナンバーカード等を用いた書かない窓口システムの導入に

ついての検討を行い、申請書の重複記載に係る町民の負担を軽

減する。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：１－⑴－３】 

№ 取組事項 内容 

３ 

 

手続ナビゲーショ

ンシステムによる

手続案内 

質問事項に回答することで、必要な手続や窓口、持ち物等の事

前案内や事前に入力した内容を２次元コード等で電子化し、持

参することで、申請に係る町民の負担を軽減する。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

  

利用範囲拡大 利用範囲拡大 利用範囲拡大 

導入検討 導入 利用範囲拡大 

導入検討 導入 利用範囲拡大 
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【管理番号：１－⑴－４】 

№ 取組事項 内容 

４ 
在宅／庁外からの

遠隔相談の実施 

庁外からリモートでの相談や手続案内等により、従来窓口で対

応してきた業務をオンライン上で行い、町民の来庁負担の軽減

や相談機会の増加を図る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：１－⑴－５】 

№ 取組事項 内容 

５ 
証明書発行業務の

効率化 

コンビニ交付の普及促進に向けた広報の実施や、来庁者への対

応として証明書自動交付機の導入、手数料のキャッシュレス化

等検討を行うことにより職員の対応時間の削減を図る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

  

導入検討 導入 利用範囲拡大 

利用範囲拡大 利用範囲拡大 利用範囲拡大 
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１ 町民の暮らしのためのＤＸ 

 ⑵ 必要な人に必要な情報を届けるきめ細やかな情報発信の実現 

【管理番号：１－⑵－１】 

№ 取組事項 内容 

１ 
公式ＬＩＮＥの開

設 

本町の公式ＬＩＮＥを開設し、住民の属性に合った情報発信を

行うことで、必要な情報を必要な人に届けるきめ細やかなセグ

メント配信を実施する。あわせて、ＬＩＮＥによる窓口や施設

の予約、各種通報の受付などにより行政サービスへのアクセス

を容易にする。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：１－⑵－２】 

№ 取組事項 内容 

２ 
公式ホームページ

の更新 

本町の公式ホームページを見直し、ポータルサイトの充実、リ

ンクの見直しなどを行い、住民視線を踏まえた必要な行政情報

サービスへのアクセスを容易にする。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：１－⑵－３】 

№ 取組事項 内容 

３ 
公共施設における

情報基盤整備 

地域コミュニティの充実や災害対応などを含め、コミュニティ

ホーム、公民館、老人憩の家などの公共施設におけるネットワ

ーク環境や情報機器の整備を進める。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

  

Ｒ５導入 利用範囲拡大 利用範囲拡大 

取組継続 取組継続 取組継続 

導入検討 導入検討 導入検討 
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２ 地域の課題解決と経済活性化のためのＤＸ 

 ⑴ 子育て世帯が暮らしやすい町、子どもが安全・安心に暮らせる町の実現 

【管理番号：２－⑴－１】 

№ 取組事項 内容 

１ 

位置情報を活用し

た児童見守りネッ

トワーク構築 

スマートフォンのアプリ等による町ぐるみで見守りネットワー

クを構築し、誰もが安心して暮らせるまちづくりの実現を目指

す。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：２－⑴－２】 

№ 取組事項 内容 

２ 
子育て世帯への情

報発信充実 

ＬＩＮＥによる町民の属性に合わせた情報発信、健診や予防接

種時期の発信機能を有する子育て応援アプリとの連携の他、Ａ

Ｉ等の活用による子育て情報発信の充実を図る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

  

Ｒ５導入 利用範囲拡大 利用範囲拡大 

導入検討 導入 利用範囲拡大 
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【管理番号：２－⑴－３】 

№ 取組事項 内容 

３ 
図書館運営のデジ

タル化・効率化 

書籍貸出システムと連動した図書館利用管理システムにより、

自学自習やコワーキングスペースとしての図書館ニーズに応じ

た座席予約システムの実現や円滑な図書館利用の実現を目指

す。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：２－⑴－４】 

№ 取組事項 内容 

４ 
保育園運営のデジ

タル化・効率化 

保育園運営支援システムの導入により業務効率化と保育サービ

スの充実を図る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

  

導入 利用範囲拡大 利用範囲拡大 

導入 利用範囲拡大 利用範囲拡大 
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２ 地域の課題解決と経済活性化のためのＤＸ 

 ⑵ 高齢者が生き生きと暮らし続けられる地域づくり 

【管理番号：２－⑵－１】 

№ 取組事項 内容 

１ 

高齢者タクシーチ

ケットのデジタル

化 

高齢者移動支援（タクシー料金助成制度）の高度化、デジタル

化（ＩＣカード利用）に向けた実証事業をタクシー事業者と連

携して実証中。実証の上で横展開できる形に整えて実装を目指

す。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：２－⑵－２】 

№ 取組事項 内容 

２ 

情報プラットフォ

ームによる双方向

の情報送受信 

タブレット等を活用し、本町が発信する暮らしや災害等に関す

るお知らせを一元化することで、高齢者の見守りや災害時の安

否確認等への活用を図る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：２－⑵－３】 

№ 取組事項 内容 

３ 
デジタルデバイド

対策の実施 

高齢者等のデジタル活用の不安解消のためのスマートフォンを

利用したオンラインによる行政手続方法に関する講習会の実施

など、ボランティア団体や地域等と連携の上、地域におけるき

め細かなデジタル活用支援の取組を促進する。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

  

導入検討(実証) 導入 利用範囲拡大 

導入検討 導入 利用範囲拡大 

取組継続 取組継続 取組継続 
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２ 地域の課題解決と経済活性化のためのＤＸ 

 ⑶ 平常時・災害時両面から災害に強い町づくりの推進 

【管理番号：２－⑶－１】 

№ 取組事項 内容 

１ 

カメラ、自動ゲー

ト等による情報発

信・危機管理 

アンダーパスの急激な冠水に対して現地での自動ゲート設置と

ともに、ＷＥＢカメラ連動のテレメータ情報や情報の一斉送信

やデジタル表示など、企業と連携した危機管理システムを構築

する。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：２－⑶－２】 

№ 取組事項 内容 

２ 
要配慮者等への支

援体制強化 

安全テラスセンター２４においてＤＸを活用し、災害時に高齢

者や障がいがあるなどの理由で自力での避難が困難な方と、地

域の自主防災組織などの支援者のマッチングを図るシステムと

迅速な救助支援を可能とするような体制を整備する。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

  

導入検討 導入 利用範囲拡大 

導入検討 導入 利用範囲拡大 
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２ 地域の課題解決と経済活性化のためのＤＸ 

 ⑷ まちの賑わい創出と魅力の発信 

【管理番号：２－⑷－１】 

№ 取組事項 内容 

１ 
駐車場管理システ

ムのデジタル化 

カード更新などで役場窓口に出向かなくても良いサービスを目

指し、デジタル決済サービスや案内などの付加価値の向上を図

る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：２－⑷－２】 

№ 取組事項 内容 

２ 
道の駅駐車場渋滞

対策のシステム化 

交通量増加に対応すべく、駐車場拡張と併せた駐車場案内シス

テムや防災拠点・観光交流等と連携したシステムによる地域振

興施設等の利用促進を図る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：２－⑷－３】 

№ 取組事項 内容 

３ 

商店街のスタンプ

カードの電子化

（デジタルポイン

ト） 

地元商業活性化支援のため、スタンプカードを地域ポイントと

して電子化し、関係団体等と調整を図り、新たなシステム構築

として事業化を目指す。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

  

導入検討 導入 利用範囲拡大 

導入検討 導入 利用範囲拡大 

導入検討 導入 利用範囲拡大 
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２ 地域の課題解決と経済活性化のためのＤＸ 

 ⑸ 企業の業務における効率化、活性化 

【管理番号：２－⑸－１】 

№ 取組事項 内容 

１ 
ものづくり改善リ

ーダーの育成支援 

町内の中小製造業の現場において実態を分析し、改善を図るた

め、幸田ものづくり研究センターを中心にデジタルを活用した

ものづくり改善リーダーの育成支援を図る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

  

導入 利用範囲拡大 利用範囲拡大 
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３ 持続可能な行政運営のためのＤＸ 

 ⑴ デジタルツール活用による庁内の業務改善推進や職員の働き方改革の実現 

【管理番号：３－⑴－１】 

№ 取組事項 内容 

１ 

自治体の情報シス

テムの標準化・共

通化への移行 

国が策定した標準仕様に準拠した情報システムを導入すること

により、住民の利便性の向上及び自治体における発注・維持管

理等の行政運営の効率化により事務負担の軽減を図る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：３－⑴－２】 

№ 取組事項 内容 

２ 

ローコードツール

を活用した業務改

善（ＢＰＲ）の推進 

ローコードツールにより庁内の業務改善に資する簡易なアプリ

ケーションを作成し、庁内業務の効率化を図る。 

 ※台帳管理業務の効率化、庁内の情報連携の効率化 など 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号】３－⑴－３】 

№ 取組事項 内容 

３ 

議会及び庁内業務

のペーパーレス化

及び無線化 

議会及び庁内業務の事務の効率化やコストの削減を目的に、業

務において紙媒体で運用している書類等の電子化を進める。ま

た、議会ＤＸとして、議員配布端末を利用し、スケジュール管

理や資料の授受の効率化を図る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

  

導入検討 導入 利用範囲拡大 

導入 利用範囲拡大 利用範囲拡大 

導入 利用範囲拡大 利用範囲拡大 
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【管理番号：３－⑴－４】 

№ 取組事項 内容 

４ 

ＡＩ議事録による

議事録等作成の効

率化 

ＡＩ議事録を導入し、自動文字起こしや話者の自動判定機能等

により、会議、イベントや講演会における要約筆記による文字

通訳、議事録作成に係る職員の作業時間の削減を図る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：３－⑴－５】 

№ 取組事項 内容 

５ ＲＰＡ等の導入 

システムへの入力作業やデータのチェック、集計作業等を手作

業で行っているものについて、ＲＰＡ及びＡＩ－ＯＣＲによる

入力などＩＣＴ活用拡大を目指す。また、ＡＩチャットボット

等のＡＩツールを活用し、ホームページ等の検索における利便

性向上を図る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：３－⑴－６】 

№ 取組事項 内容 

６ 

出先機関との情報

共有・連携に関す

る効率化 

保育園や児童クラブなどの出先機関やＰＴＡ、子ども会などに

おける情報共有・連携について、チャットツールの活用や資料

の共有ルールの見直しを行うことにより、業務の効率化と作業

時間の削減を図る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

  

導入 利用範囲拡大 利用範囲拡大 

利用範囲拡大 利用範囲拡大 利用範囲拡大 

導入検討 導入 利用範囲拡大 
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【管理番号：３－⑴－７】 

№ 取組事項 内容 

７ 
アウトソーシング

の導入 

現在、職員が実施している作業のうち、本来職員が実施しなく

てもよい事務・作業（入力、封入・封かん等）を中心に、アウ

トソーシングの活用を推進し、作業時間の削減を図る。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：３－⑴－８】 

№ 取組事項 内容 

８ 

庁内のデジタル人

材育成と働き方改

革 

ＤＸ推進に向けた全庁的な意識改革と継続的な業務改善、ＤＸ

施策の具現化に向け、全課にＤＸ推進委員を設置し、デジタル

技術等の知識、能力等を備えたＤＸ推進リーダーを中心に一般

職員に対しても研修などにより職員のスキル及び改善意識を向

上し、庁内のデジタル人材の育成を図る。また、ＤＸを活用し

たテレワークなど職員の働き方改革も検討、推進する。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

【管理番号：３－⑴－９】 

№ 取組事項 内容 

９ 
情報セキュリティ

対策の強化 

あらゆる脅威から情報資産を守るため、最新のサイバーセキュ

リティの動向を把握するとともに、国の情報セキュリティポリ

シーに関するガイドラインなどを踏まえて、本町の情報セキュ

リティポリシーを適正化するため、定期的に見直しを図るとと

もに、情報セキュリティのＰＤＣＡサイクルの取組を進める。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

  

導入検討 導入 利用範囲拡大 

取組継続 取組継続 取組継続 

取組継続 取組継続 取組継続 
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３ 持続可能な行政運営のためのＤＸ 

 ⑵ ＡＩ・ビッグデータ等新技術の本町における適用可能性についての検証・推進 

【管理番号：３－⑵－１】 

№ 取組事項 内容 

１ 
生成系ＡＩ技術の

活用方針の検討 

業務における活用シーンや効果的な利用方法等、本庁における適

用可能性について調査・研究を行う。 

取組スケジュール 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度以降 

   

 

  

導入検討 導入 利用範囲拡大 
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用語解説一覧（五十音順、ＡＢＣ順） 

 

◆ インターネット 

  世界中のコンピュータあるいはコンピュータネットワークを共通の通信手順を用いて

相互に接続している通信網のこと。 

◆ オープンデータ 

  国、地方公共団体及び事業者が保有する官民データのうち、国民誰もがインターネッ

トなどを通じて容易に利用（加工、編集、再配布など）できるデータであり、営利・非

営利問わず二次利用可能なルールが適用され、機械判読に適し、無償で公開されたデー

タのこと。 

◆ オンラインサービス 

  ネットワークを通じて提供される各種サービスの総称で、ニュースの配信、オンライ

ンデータベースの参照、オンラインショッピングやオンラインゲームなどがある。 

◆ キャッシュレス決済 

  商品やサービスの対価の支払手段として、紙幣や硬貨といった現金（キャッシュ）を

使わずに、クレジットカードや電子マネーなど電子的な決済手段を用いること。 

◆ クラウドサービス 

  ユーザーがインターネットなどのネットワークを介して、データセンターに蓄積され

たアプリケーションやコンピュータ資源をパソコンやスマートフォンから利用できるサ

ービス。 

◆ 幸田町ＤＸ推進ラボ 

  国（経済産業省）が地域の行政、大学、産業界、金融機関等が連携して実施するＤＸ

による地域経済の発展とウエルビーイングの向上を支援する取組を「地域ＤＸ推進ラボ」

として、国から幸田町が地域経済の発展と推進に資するＩoＴプロジェクト創出取組し

て認定された事業のこと。 

◆ コワーキングスペース 

  年齢や性別など関係なく、異なる業種や仕事を持った利用者たちが同じ場所で机や椅

子、ネットワーク設備などをシェアしながら、勉強や仕事をする場所のこと。 

◆ サイバーセキュリティ 

  コンピュータへの不正侵入、データの改ざんや破壊、情報漏えい、コンピュータウイ

ルスの感染などがなされないよう、コンピュータやコンピュータネットワークの安全を

確保すること。 

◆ 情報セキュリティポリシー 

  情報資産の機密性、完全性、可用性を維持していくために組織の方針や行動指針をま

とめたもの。 

◆ 情報プラットフォーム 

  様々な情報システムが連携して業務を処理することを目指すもの。 

◆ 地域ポイント 

  自治体が行うサービスやイベントにおいて、住民の認知・参加を促進するためのポイ

ント制度のこと。 

 



- 24 - 

◆ デジタル田園都市国家構想 

  「デジタル実装を通じて地方が抱える課題を解決し、誰一人取り残されずすべての人

がデジタル化のメリットを享受できる心豊かな暮らしを実現する」国による構想。デジ

タルの力を活用し「地域の個性と豊かさ」を生かしつつ、「都市部に負けない生産性・

利便性」も兼ね備え、「心豊かな暮らし」(Well-being)と「持続可能な環境・社会・経

済」（Sustainability）の実現を目指すとしている。 

◆ デジタルデバイド 

  インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる人と利用できない人との間

に生じる情報格差のこと。 

◆ デジタル人材 

  ＤＸの重要性や意義を把握しており、所属や職位に応じて身につけるべきデジタル技

術等の知識、能力、経験を有している人材のこと。 

◆ テレワーク 

  「tele=離れた所」と「work=働く」を合わせた造語。ＩＣＴを活用した、場所や時間

にとらわれない柔軟な働き方のことで、オフィス以外の場所で働く労働形態のこと。働

く場所により、「在宅勤務、サテライトオフィス勤務、モバイルワーク」の３つの形態

がある。 

◆ ２次元コード 

  文字や数字などのデータを２次元の図形パターンとして物体の表面や紙面に刻印・印

刷する技術、また、その方針を定めた規格。バーコードを拡張して２次元の図形で表現

したもので、従来よりも多くの情報を正確に刻印することができる。 

◆ ビッグデータ 

  人間では全体を把握することが難しい巨大なデータ群のこと。 

◆ ペーパーレス 

  紙で運用管理していた資料や文書をデジタル化し、電子的にやりとりすることで、情

報共有の円滑化、業務の効率化、保管体制の合理化、エコなどに結びつける取組。 

◆ ワンストップ・オンライン手続 

  一度の手続で、必要とする関連作業を全て完了させられるように設計された行政サー

ビス。 

◆ ＡＩ【Artificial Intelligence】 

  人工知能のこと。 

◆ ＡＩ－ＯＣＲ【Artificial Intelligence Optical Character Recognition】 

  人工知能技術を取り入れた高額文字年式機能のこと。 

◆ ＡＩチャットボット 

  住民（利用者）がパソコン、スマホ等を使って質問するとＡＩが自動で回答を返す対

話形式 自動応答システムのこと。また利用者から得た質問はＡＩにフィードバックさ

れ、常ＡＩを学習させていくことでより回答精度が高まります。 

  ただし、ＡＩが自動的に学習して賢くなっていくわけではなく、人的作業に委ねられ

ます。 
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◆ ＣＤＯ【Chief Digital Officer】 

  デジタル化施策を統括、企画立案する最高デジタル責任者のこと。 

◆ ＤＸ【Digital Transformation】 

  国・地方の「行政」が、自らが担う行政サービスにおいて、デジタル技術やデータを

活用して、利用者目線に立って新たな価値を創出すること。 

◆ ＩＣＴ【Information and Communication Technology】 

  インターネットを活用した情報共有を実現する技術の総称のこと。 

◆ ＬＩＮＥ 

  ＳＮＳサービスの一つで、ＬＩＮＥ㈱が提供する、スマートフォンなどで利用できる

無料通話・無料メッセージサービスのこと。 

◆ ＰＤＣＡ 

  ＰＬＡＮ（計画）、ＤＯ（実施）、ＣＨＥＣＫ（評価）、ＡＣＴＩＯＮ（改善）の４

つの視点をプロセスの中に取り込むことで、プロセスを不断のサイクルとし、継続的な

改善を推進するマネジメント手法のこと。 

◆ ＲＰＡ【Robotic Process Automation】 

  ソフトウェア上のロボットによる業務工程の自動化のこと。判断を伴わない定型業務

などを自動的に行わせることで、業務の効率化や正確性の向上が期待される。 

◆ ＳＮＳ【Social Networking Service】 

  個人間のコミュニケーションを促進し、社会的なネットワークの構築を支援する、イ

ンターネットを利用したサービスのこと。 
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